
広報

03
　　　 2014 SHINJO PUBLIC RELATIONS NO.675

暮らし、定住、未来創造

新庄市ホームページ
http://www.city.shinjo.yamagata.jp
メール  info@city.shinjo.yamagata.jp

新庄市役所w22-2111
ファクス22-0989

新庄市 検索

Special Edition

特集

ゲ
イ
ジ
ュ
ツ
し
て
み
よ
う
!



熱い戦い始まる
　2月15日㈯、少し遅めの山車連盟
の新年会がありました。この新年会、
単なる顔合わせなどではなく、優秀山
車をめざす各若連の決意と山車の題
目を発表する場です。まつりに賭ける
各若連の熱い戦いが始まる日なので
す。会長あいさつのあと、各若連代表
が自己紹介と今年の題目を発表しま
す。題目が重なると、どちらかの町内
は改めて別の題目を再提出する運び
となります。山車の題目は、過去の題
目などを考慮し、若連内でのさまざま
な話し合いを経て決定したものです
から、重なったことが分かった瞬間は
会場がどよめきます。毎年同じように
繰り返されることとは言え、一からや
り直しになってしまうと、さぞ大変な
ことと思いました。
　また、題目発表を聞く顧問役員の皆
さんは、「この題目は久しぶり」、「今ま
で無かった」、「今年はあの題目が無
いね」など、その博学ぶりに本当に驚
かされます。まつりをこよなく愛し、山
車とともに歩んできた証でしょう。ま
つり委員会の井上新会長も、「企業の
まつりでなく、町内を中心とした祭り
だからこそ素晴らしいので、これこそ
が日本一にふさわしい祭り。皆でがん
ばろう」とおっしゃっていました。
　８月の本番に向けて、もう既に熱い
戦いが始まっていることは、関係者以
外は知る由も無い世界と思い、あえ
て紹介させていただきました。こうし
た皆さんのお陰で、伝統が守られて
いるのだとつくづく思います。市民皆
で応援し、新庄まつりでさらに元気な
まちにしていきましょう。
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　今年度で、開校から6年が経った「新庄市子ども芸術学校」。その中のひとつ、「表現活
動部門ちゃれんこ」は公演を間近に控え、子どもたちは練習に、そして親をはじめとする周り
の大人たちは、大道具や小道具などの準備に熱が入っていました。とはいっても、大人も子
どもも楽しそう。和気あいあいという言葉がぴったりな雰囲気に包まれていました。
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1月末現在の新庄人 （38,504人）

世帯数 13,684世帯（13,732世帯）

男
18,051人

（18,241人）

出　生 29 人 （22 人）
死　亡 41 人 （60 人）
転　入 48 人 （67 人）
転　出 39 人 （52 人）

女
20,023人

（20,263人）

1月
の異動

※住民基本台帳法の改正で外国人を含む人口集計になりました。（  ）は1年前の日本人+外国人の数です。

和気あいあいと
　ゲイジュツ活動

表紙の写真
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ゲイジュツ
　　してみよう！

LET'S ART!

特集

表現活動部門  ちゃれんこ

キッズシアター S　演劇部門  

造形部門 パレット

新庄吹奏楽団
ジュニア部 音楽部門

　市では、平成20年度から、主として市内の小中学生を対象に
「子ども芸術学校」を開校しています。4つの部門がありますが、今年度は全体で50人ほどの

子どもたちが参加し、楽しみながら芸術に親しむ活動をしてきました。
一緒に活動してみませんか？　ＬＥＴ’Ｓ  ＡＲＴ！
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　小学校教員で、特技はものまねとギター。自
ら公演に出演もする沼澤直人さん。
　「『ちゃれんこ』でやっている表現遊びは、

体験して初めて良さが分かります。ぜひ一度、遊びに
来てください。」

母 : 公演に学校のダンスクラブで友情出
演する機会があり、そのとき、ちゃれんこが
気に入ったようでした。いろんな学
校の友達ができ、その中で、子ども
なりに人間関係も学んでいるよう
です。保護者同士のつながりも出
て、私自身も今までより活動的
になりました。

子 :ほかの学校の先輩
と仲良くなれたのが良かったし、公演やダンスも楽しかったで
す。習字・英会話・生け花も習っていて、学校では吹奏楽部
に入っていますが、部活動優先で大丈夫と言われているの
で、いろんな活動と両立できています。

母 :子どもがキッズシアターＳの公演を見に行き、入りたいというので参加させてい
ます。子どもが、舞台では普段とはまったく違う一面を見せるのをみて、自分を表現
できるのが演劇なんだと感じました。親以外の大人と関わるのも楽しそうです。今
年は、急な主役の抜擢にも関わらず長いセリフを覚え
たのにも驚かされました。

子 :学校や学年が違うみんなと、休憩時間
などにおしゃべりするのもとても楽しいです。
学校の合唱部に入っていますが、コン
クールが終わってからはキッズの活
動とは重ならなかったので両立でき
たので良かったです。

　小学校教員で、趣味は演劇や映画鑑賞の海藤富美さん。
　「今年度は、キッズシアターSの活動が認められ、県民芸術祭
で奨励賞を受賞しました。丁寧に時間をかけて本格的な舞台作
りをしています。一人一人の個性が輝き、
可能性が広がるよう一緒に楽しく活
動しましょう。」

◦対象／小学４年生～中学生
◦活動日／月２回（日曜午後）
◦受講料／年5,000円

表現活動部門

ちゃれんこ

市田由香さん・優衣さん
（若葉町／小6）

鈴木有美さん・佑衣さん
（末広町／中1）

4

ゲ
イ
ジ
ュ
ツ
家

新
庄
市
子
ど
も
芸
術
学
校

▪
募
集
期
間
／
３
月
17
日
㈪
〜
31
日
㈪

演劇部門

キッズ
シアター S

◦対象
　小学４年生～中学生
◦活動日
　月２回（土曜か日曜）
◦受講料／年4,000円

一緒にやろうよ！
指導者“沼さん”より

一緒にやろうよ！
指導者“ふみ先生”より

募
集
中
！



　

子
ど
も
芸
術
学
校
は
、さ
ま
ざ
ま
な

方
法
で
感
情
を
表
現
し
な
が
ら
芸
術
文

化
に
親
し
む
こ
と
で
、多
く
の
子
ど
も

た
ち
に
芸
術
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

い
、当
市
の
芸
術
文
化
を
盛
ん
に
し
た

い
と
の
願
い
に
よ
リ
、開
校
し
ま
し
た
。

加
え
て
、学
校
や
学
年
の
枠
を
超
え
た

交
流
を
通
し
て
社
会
性
を
身
に
つ
け
る

こ
と
や
、自
分
ら
し
く
、そ
し
て
楽
し
く

過
ご
せ
る
場
所
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供

す
る
こ
と
も
ね
ら
い
の
一
つ
で
す
。

　

現
在
、四
つ
の
部
門
が
組
織
さ
れ
て

お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
、熱
心
で
楽
し
い
指

導
者
の
皆
さ
ん
の
も
と
、活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。吹
奏
楽
の
楽
し
さ
を
知

り
、練
習
を
重
ね
て
演
奏
会
に
参
加
す

る「
音
楽
部
門
／
新
庄
吹
奏
楽
団
ジ
ュ

ニ
ア
部
」。大
勢
で
演
劇
づ
く
り
に
取
り

組
み
な
が
ら
協
調
性
を
学
ぶ「
演
劇
部

門
／
キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
Ｓ
」。ダ
ン
ス
や

リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、年
齢
を

超
え
た
交
流
・
関
わ
り
方
も
学
ん
で
い

く「
表
現
活
動
部
門
／
ち
ゃ
れ
ん
こ
」。

物
を
創
り
、自
ら
表
現
す
る
こ
と
の

楽
し
さ
を
経
験
す
る「
造
形
部
門
／
パ

レ
ッ
ト
」。ど
の
部
門
で
も
、子
ど
も
た

ち
が
生
き
生
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん

か
。活
動
見
学
な
ど
も
で
き
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◎
社
会
教
育
課 

☎
内
線
４
６
２

　元美術の教員。自然木を使ったこけしづくりが趣味
で、作品展示会も行っている加藤良哉さん。
　「エコアートが中心の活動なので、空き箱や空き容器な
どを利用して創作しています。ほかにも、粘土を使った遊
びなど、子どもたちは一人一人の個性で、創造性豊かに
活動しています」

父 :小さい頃から空き箱で何かを作って遊ぶこ
とが多く、市報で「パレット」を知ったとき、娘にぴったりだと思って勧めました。楽しみ
ながらいろんな経験をさせてもらっているようです。

子 :いろいろな大きさの空き箱で、お城のある街を作ったのが
楽しかったです。先生は優しく、毎回素敵なものが作れるの
で、パレットのある日はいつも楽しみです。活動は土曜の午前
中だけだったので、習い事をしていても通えました。

母 :子どもが入りたいと希望したので、見学や練習に参加させてみてか
ら決めました。当時小学校の合唱部にも入っていたので、活動を両
立させるという条件を付けましたが、うまくできたようです。みんな仲良
く、楽しそうに活動しているので、入れてよかったと思っています。

子 :ほかの学校の子たちと活動できて楽しいです。学校の吹
奏楽部にも入っていますが、部活があるときは部活優
先で、終わってからジュニア部の活動に参加し
ています。

　会社に勤めるかたわら、趣味を活かして、熱い指導を続ける伊藤義
昌さん。

　「１人１人の個性を生かし、いい意味で自由に活動しています。経験が無く
ても大丈夫。興味があれば遊びに来て下さい！新庄吹奏楽団ジュニア部にし
かできない音楽を一緒に作りませんか？」

◦対象／小学３年生～中学生
◦活動日／月２回（土曜か日曜）
◦受講料／月1,000円

活動をホームページでも
紹介しています。

http://www.city.shinjo.yamagata.
jp/7370.html

（新庄市子ども芸術学校活動日誌）

造形部門

パレット

音楽部門

新庄吹奏楽団
ジュニア部

◦対象
　小学３～５年生
◦活動日
　月２回（土曜午前）
◦受講料 
　年間3,000円

山科真由美さん・沙希さん
〈日の出町／中1）

五十嵐義徳さん・真咲さん
（上茶屋町／小4）

5 広報

一緒にやろうよ！
指導者“ヨッチさん”より

一緒にやろうよ！
指導者“加藤先生”より

表現活動部門

演劇部門  

造形部門

音楽部門

LET'S ART!

ゲイジュツ
　　してみよう！
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新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
の
進
行
状
況
を
確
認
し
、課
題
解
決
に
生
か
す
た
め
、

四
十
五
の
施
策
に
つ
い
て
施
策
評
価（
行
政
評
価
）を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
施
策
評
価
と
は
？

　

施
策
と
は
、「
新
庄
市
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画（
第
四
次
新
庄
市
振
興
計
画
）」に

お
い
て
、ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向

性
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
施
策
ご
と
に
目
標
指
標
を
掲
げ
、

そ
れ
を
評
価
し
な
が
ら
計
画
を
進
め
る
た

め
に
行
って
い
る
の
が
施
策
評
価
で
す
。

　

四
十
五
施
策
す
べ
て
に
つ
い
て
、施
策
の

担
当
課
が
第
一
次
評
価
を
行
い
、庁
内
の

行
政
評
価
推
進
委
員
会
が
第
二
次
評
価

を
行
い
ま
し
た
。

■
施
策
評
価
の
方
法

目
標
指
標
の
分
析

　

施
策
に
掲
げ
て
い
る
目
標
指
標
の
現

状
数
値
を
把
握
し
、達
成
状
況
を
分
析

し
ま
し
た
。

事
務
事
業
構
成
の
適
当
性

　

実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
が
、施
策
目

標
実
現
の
た
め
に
適
当
か
ど
う
か
評
価

し
ま
し
た
。

施
策
の
課
題
、今
後
の
取
り
組
み
・
改
善
策

　

施
策
の
成
果
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る

た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
や
課
題
解
決

の
た
め
の
改
善
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

構
成
事
務
事
業
の
評
価

　

施
策
の
推
進
、目
標
指
標
の
向
上
の
た

め
実
施
し
て
い
る
事
務
事
業
の
貢
献
度

や
実
施
優
先
度
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
三

段
階
の
区
分
に
評
価
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、貢
献
度
・
優
先
度
の
評
価
を

踏
ま
え
、施
策
を
構
成
す
る
事
務
事
業

の
予
算
配
分
の
方
向
性
を「
拡
大
」・「
現

行
」・「
縮
小
」・「
休
廃
止
」の
区
分
に
評

価
し
ま
し
た
。

四
十
五
施
策
を
構
成
す
る
全
四
百
一
事
業

の
予
算
配
分
の
方
向
性
評
価
結
果

「
拡
　
大
」  

五
十
六
事
業

「
現
　
行
」  

三
百
三
十
七
事
業

「
縮
　
小
」  

五
事
業

「
休
廃
止
」  

三
事
業

　

施
策
内
で
拡
大
す
る
事
業
が
あ
る
場

合
は
、別
の
事
業
を
縮
小
や
休
廃
止
す
る

な
ど
予
算
配
分
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
評

価
し
て
い
ま
す
。

　

施
策
評
価
の
結
果
は
、市
の
ホ
ー
ムペ
ー

ジ
や
総
合
政
策
課
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。よ
り
効
果
的
な
評
価
と
す
る
た
め
、

ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
詳
し
く
は
、総
合
政
策
課
企
画
政
策

室 
☎
内
線
２
３
６・２
３
４

実
施
結
果
の
お
知
ら
せ

施
策
評
価

25年度
行政評価

「まちづくり総合計画」重点プロジェクト関連施策の主要指標

基本構想
（政策）

基本計画
（施策）

実施計画
（事務事業）

Plan
計画

Do
事業実施

Check

行政評価システム
( イメージ図）

目的

目的手段

手段

内部評価 事務事業評価 施策評価

Action
改善

http://www.city.shinjo.yamagata.jp/9479html
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［表の見方］
◦指標名＝まちづくり総合計画などで掲げている目標指標（※の指標は、まちづくり市民アンケート調査結果）◦基準値＝基準年（平
成21年度）または直近で把握した数値　◦現状値＝平成24年度またはその直近の実績　◦目標値＝「まちづくり総合計画」の最
終年度である32年度における目標値　※空欄はまだ値が確定していないもの

「まちづくり総合計画」重点プロジェクト関連施策の主要指標
政策体系の中で特に重要な項目について、３つの重点プロジェクトを設定し取り組んでいます。

施策名 指標名 H21基準値 H23 H24 H25 H32目標値 　園芸作物の販売額は、
すでに平成32年の目標値
に達しているものの、認定
農業者数は横ばいとなって
います。
　製造品出荷額や市内事
業所数は景気低迷の中で
伸び悩んでいます。
　年間観光客数は前年度
より増加しているものの、震
災前の状態までは回復して
いない状況にあります。

農業経営基盤の強化
市振興作物である園芸作物販売額（億円） 7.06 9.5 8.88 　 8
産直・加工販売団体数（団体） 23 25 26 50

意欲ある農業者の育成
確保

基幹的農業従事者数（人） 1,588 ー ー 　 1,500
認定農業者数（人） 290 290 292 330

商工業の振興 製造品出荷額（億円） 618 461 ー 　 700

企業の誘致と支援
工業団地における操業企業数（社） 53 54 53 53 67
市内事業所数（社） 1,206 1,141 1,110 1,110 1,300

地域資源の磨き出しと
活用

新庄まつり観客数（万人） 46 43 52 53 100
年間観光客数（万人）（イベント含まず） 87 73 79 120

交流の促進 他地域との連携の取組数（件） 10 15 18 　 20

活気ある地域　元気・笑顔　雇用・交流拡大プロジェクト

施策名 指標名 H21基準値 H23 H24 H25 H32目標値 　特定健診（メタボ健診）
受診率はほぼ横ばいとなっ
ていますが、健康づくりが
促進されていると感じてい
る割合は、減少傾向にあり
ます。自主防災組織の組
織率は増加傾向にあります
が、県内の状況と比較する
と低い水準にあります。
　市民にとって身近な課題
といえる除雪・排雪体制や
流雪溝の整備状況への満
足度は、3年続いた豪雪の
影響もあり、低くなっていま
す。

健康づくりの推進
特定健診受診率（％） 31.9 32.1 33.1  65
健康管理、健康づくりが促進されていると答
えた割合（％）※ 29.3 27.9 27.1 26.7 40

高齢者をともに支えて
いくシステムづくり

在宅介護サービスが充実していると答えた
割合（％）※ 21.1 27.6 23.8 24.9 30

防災体制の充実強化 自主防災組織の組織率（％） 13.7 20.9 25.9  72.7
多様なニーズに応える
生涯スポーツの振興

スポーツ活動が盛んであると答えた割合
（％）※ 35.4 29 28.2 30.1 50

克雪対策の推進
流雪溝利用組合数（組合） 5 6 6 6 30
除雪・排雪体制が充実していると答えた割合（％）※ 24.4 29.9 30 23.5 35
流雪溝の整備が充実していると答えた割合（％）※ 16 18.8 17.8 12.1 26

良好な水環境の保全 生活排水処理施設普及率（％） 65 67.4 67.6   80
機能的交通体制の確立 バス路線数（路線） 8 8 8 8 8

安全・安心　快適な生活環境　安全・安心充実プロジェクト

施策名 指標名 H21基準値 H23 H24 H25 H32目標値 子どもの保育・教育環境や
家庭における子育てへの
支援に関する満足度は、い
ずれも前年度を下回る結
果となっています。全国的
に「待機児童問題」などが
話題となったことにより、関
心が高まったためと推測さ
れます。3歳児検診受診率
は100% に近づいており、
高い水準を維持していま
す。
　読書が好きな子どもの割
合は平成25年度で大きく
伸びてます。

子どもの保育・
教育環境の充実

子育てしながら働くことができると答えた割合（％）※ 18.8 25.5 26.6 12.3 30
学童保育が充実していると答えた割合（％）※ 16.3 29.5 25.8 21 30
子どもの遊び場が充実していると答えた割合（％）※ 14 17.2 15.3 11.9 30

家庭における
子育てへの支援

子育ての相談・支援体制が充実していると
答えた割合（％）※ 16.8 18.8 15.5 12.3 25

子どもの発育支援 乳幼児健診受診率（3歳児）（％） 98.5 95.9 98.3 100
生きる力と夢を育む

学校教育の推進
読書が好きな子どもの割合（％） 57 59.5 60.3 78.5 80
学校教育が充実していると答えた割合（％）※ 34.9 34.1 39.1 32.3 50

地域に根ざした
学校教育の充実

子どもの教育について、学校、家庭、地域の
連携がとれていると答えた割合（％）※ 32.8 38.2 34.4 30.1 50

活力みなぎる
地域活動の推進

市民活動に対する支援が充実していると答
えた割合（％）※ 9.4 16.6 16.3 12.6 20

自然環境保全への取組
と市民意識のかん養

自然学習や環境教育が充実していると答え
た割合（％）※ 19.8 21.4 17 16.3 30

豊かな心　文化・人づくり　子育て・人づくりプロジェクト
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■  

教
員
と
保
護
者
の

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

　
『
子
ど
も
と
ふ
れ
合
う
時
間
の
確
保
』

に
関
す
る
、教
員
と
保
護
者
そ
れ
ぞ
れ

の
回
答
割
合
に
つ
い
て
は
、先
月
号
で

グ
ラ
フ
を
掲
載
し
ま
し
た
。「
増
え
た
」

と「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」の
、ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
増
え
て
い
る
と
の
回
答

が
多
い
よ
う
に
捉
え
ら
れ
ま
す
が
、教

員
の
回
答
か
ら
は
課
題
も
見
え
て
き
ま

す
。小
学
校
で
は
、「
二
学
期
制
に
よ
り
、

ふ
れ
合
う
時
間
が
増
加
し
た
」と
四
割

近
く
の
教
員
が
回
答
し
て
い
る
の
に
対

し
、中
学
校
で
は
、そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。こ
れ
は
、部
活
動
の
各
種
大
会

や
、進
学
に
向
け
た
指
導
、評
価
な
ど
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
中
学
校
は
、二

学
期
制
で
は
対
応
が
難
し
い
場
面
が
あ

る
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。こ

の
こ
と
は
、右
下
の
グ
ラ
フ
の
問
い
に

も
表
れ
て
い
ま
す
。

　

進
路
指
導
の
観
点
か
ら
、学
期
の
途

中
で
も
、成
績
状
況
な
ど
を
保
護
者
に

知
ら
せ
る
必
要
性
が
あ
り
、何
か
し
ら

の
工
夫
を
各
学
校
が
行
っ
て
お
り
、そ

れ
を
考
慮
す
る
と
従
前
の
三
学
期
制
と

大
差
な
い
状
況
で
す
。ま
た
、二
学
期
当

初
に
一
学
期
の
通
知
表
を
配
布
す
る
な

ど
、学
校
運
営
も
複
雑
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、特
に
中
学
校
で
は
、二
学
期
制

の
良
さ
が
生
か
し
に
く
い
現
状
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
、保
護
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
見
て
み
ま
す
。

　
『
通
知
表
の
配
付
の
回
数
』に
つ
い
て

は
、小
中
学
校
の
保
護
者
と
も
に「
適
切

で
あ
る
」と
い
う
回
答
が
半
数
程
度
あ

り
ま
し
た
。た
だ
、子
ど
も
の
進
路
判
断

が
近
づ
く
に
つ
れ
、成
績
状
況
や
学
校

生
活
な
ど
の
情
報
が
も
っ
と
欲
し
い
と

い
う
声
も
出
て
き
ま
す
。ま
た
、『
二
学

期
制
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教
育
活
動

が
行
え
て
い
る
か
』と
い
う
問
い
に
対

し
て
、「
そ
う
思
う
」保
護
者
と
、「
ど
ち

ら
で
も
な
い
」と「
そ
う
思
わ
な
い
」保

護
者
が
半
々
で
あ
る
結
果
か
ら
は
、保

護
者
は
、二
学
期
制
の
良
さ
を
そ
れ
ほ

ど
実
感
し
て
い
な
い
と
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

2学期制から新たな

３学期制へ
　　　　　

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

❶53%
❶38%

❷24%

❸38%❸
12%

❷
20%

❶
68%

❶
13%

❷39%

❸48%
❷39%

❸8%

Ｑ：2学期制は多面的に
評価し、指導できる

Ｑ：２学期制は、スポーツ
文化行事には影響しない

«平成27年度までに完全実施»
先月号で、2学期制の良さや課題をお知らせしましたが、

新たな学期制を考えるために行った教員や保護者を対象にした
アンケート調査結果について、もう少し詳しく紹介しながら、

新たな３学期制についてお知らせします。
　　　　

（グラフ凡例　❶そう思う　❷どちらともいえない　❸そう思わない）

〈教員アンケートより〉

市内小中学校
の移行予定

■来年度から3学期制の学校
　◦沼田小 ◦日新小 ◦北辰小

　◦本合海小 ◦升形小　
◦新庄中 ◦明倫中 ◦日新中

◦萩野中 ◦八向中
■27年度から3学期制の学校

◦新庄小
◦萩野小  ◦泉田小  ◦昭和小

（◦の3校は萩野学園開校から実施となります）
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教員アンケート

Ｑ：①2学期制で特色
ある教育活動を行って

いる

Ｑ：②学校行事は
3学期制と比べて
やりやすい

Ｑ：③2学期制が
変わると不安や
戸惑いがある

Ｑ：④2学期制での
テスト回数や時期は
適切である

Ｑ：⑤今後も2学期制を
継続した方が良い

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

❶
47%

❷
49%

❸4%
❸
28%

❷
57%

❶
15% ❶

48%

❷
38%

❸12%
❸
43%

❷
48%

❶
9% ❶

52%

❷
24%

❸24%
❸
48%

❷
33%

❶
19% ❶

66%

❷29%
❸5%

❸
37%

❷
31%

❶
32% ❶

59%

❷
27%❸

14%

❸
43%

❷
41%

❶
16%



　　教育力人学びあえるまち

■ 

三
学
期
制
の
良
さ
と
は

　

こ
う
し
た
結
果
と
、小
中
一
貫
教
育

推
進
の
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
、市
内
全

て
の
小
中
学
校
は
、準
備
が
で
き
次
第

三
学
期
制
へ
移
行
開
始
、平
成
二
十
七

年
度
に
は
完
全
移
行
、と
の
結
論
に
な

り
ま
し
た
。新
た
な
三
学
期
制
の
特
徴

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①
通
知
表
発
行
回
数
の
増
加

　

学
習
定
着
度
を
判
断
す
る
機
会
が
増

え
ま
す
。特
に
中
学
校
で
は
、定
期
テ
ス

ト
の
回
数
が
増
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す

が
、間
隔
が
短
く
な
る
と
出
題
範
囲
は

狭
く
な
り
、学
習
意
欲
を
持
続
さ
せ
や

す
い
な
ど
の
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
小
学
校
に
お
い
て
も
、短
か

い
間
隔
で
評
価
す
る
こ
と
で
、学
習
内

容
が
よ
り
定
着
す
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
し
、子
ど
も
に
対
す
る
保
護
者
の

声
掛
け
や
指
導
も
し
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

②
学
期
終
了
後
は
長
期
休
み

　

休
み
の
間
に
次
の
学
期
の
目
標
を
立

て
る
、気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
し
て
新
た

な
意
識
で
学
習
に
取
り
組
め
る
な
ど
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。ま
た
、長
期
休

み
が
終
わ
っ
た
直
後
に
テ
ス
ト
期
間
と

な
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で
と
違
い
、テ
ス

ト
勉
強
が
学
期
内
に
で
き
る
こ
と
に
な

り
、仲
間
と
支
え
合
っ
て
取
り
組
む
雰

囲
気
を
作
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

③
ふ
れ
合
い
や
交
流
の
時
間
の
確
保

　

二
学
期
制
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
を
維
持

で
き
る
よ
う
工
夫
し
ま
す
。多
く
の
時

間
を
要
す
る
通
知
表
の
記
入
様
式
の
改

善
、学
校
行
事
の
持
ち
方
や
時
期
の
見

直
し
な
ど
で
、一
日
の
日
課
を
ゆ
と
り

あ
る
も
の
と
し
、二
学
期
制
で
積
極
的

に
実
践
さ
れ
て
き
た
、小
小
、小
中
の
交

流
活
動
や
、地
域
交
流
や
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
な
ど
に
使
え
る
時
間
を
確
保
で

き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

■  

健
や
か
な
新
庄
っ
子
を

 

育
て
る
た
め

　

二
カ
月
に
わ
た
り
、三
学
期
制
へ
の

移
行
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

国
は
現
在
も
、新
し
い
教
育
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

市
の
独
自
性
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
、

健
や
か
な
新
庄
っ
子
を
育
て
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。三
学
期
制
へ
の

移
行
も
、プ
ラ
ス
の
教
育
効
果
を
生
む

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

◎
学
校
教
育
課
☎
内
線
４
４
４

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

❶56%❶53%

❷43%

❸4%❸
9%

❷
43%

❶48% ❶50%

❷35%
❸
14%

❷37%

❸7%

Ｑ：通知票等の回数は
適当である

Ｑ：２学期制ならではの
特色ある教育活動が
行われている

〈保護者アンケートより〉
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学期制再検証に関する
アンケート集約結果

保護者アンケート

　2学期制のメリットや課題を把握するため、市内小中学校の教員全員
と、保護者（対象を無作為に抽出して回答を依頼）を対象としたアンケー
ト調査を行いました。これまで触れていない設問の結果を紹介します。
　なお教員アンケートでは、指定する項目【（ア）落ち着いた授業（イ）継
続的な指導（ウ）豊かな心（エ）適切な評価（オ）生徒活動の活性化（カ）
保護者との信頼関係（キ）不登校の改善】について、2学期制で実現でき
たかどうかを尋ねる問いもありました。小学校教員の（ア）（イ）（エ）の評
価が高かったほかは、いずれも低めの評価でした。

小
学
校

中
学
校

小
学
校

中
学
校

❶30%❶38%

❷52%

❸10%❸
14%

❷
58%

❶28% ❶28%

❷33%

❸
39%

❷37%

❸33%

Ｑ：②秋休みは効果があるＱ：①2学期制でさま
ざまな観点で指導して

もらっている
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多量の
塩分 摂取

！

！
腎臓に悪影響

心臓に悪影響♥ ！

脳に悪影響

〈材料4人分〉
◦小松菜 ................................240ｇ
◦えのきだけ .........................120ｇ
◦人参 ...................................... 60ｇ
◦のり ........................................ 適量
★しょうゆ ............................ 大さじ1
★酢 ..................................... 小さじ4

〈作り方〉　
①小松菜は茹で、2ｃｍ程度に切る。え
のきは石づきを取って半分にし、さっと
茹でる。人参は2cm 程度のせん切り
にし、電子レンジに30秒ほどかける。
② ①の小松菜・えのき・人参と★の
調味料を混ぜ合わせ。最後に、細かく
ちぎったのりを合わせる。

透析患者の割合
★新庄市　約290人に1人
　全　国　約470人に1人
　山形県　約500人に1人

透析に移行した原因疾患
全体の65％を糖尿病と

腎硬化症が占めています！
※腎硬化症…高血圧が原因で腎臓の

血管が動脈硬化を起こす病気

男性 9ｇ
未満

女性 7.5ｇ
未満

※血圧が高めの方は6ｇ未満

薄味に慣れる！
しょう油やソースは

「かける」
⇒「つける」

味噌汁は
具をたっぷりと

酸味や香辛料を
上手に使う

香味野菜で
「香り」を利用

練り製品や
加工食品の塩分に

注意

めん類や汁物を
食べ過ぎない

漬物は
食べ過ぎない

（浅漬けがおススメ）

腹8分目を
心がける

こんなに怖い!塩分の取り過ぎ

■慢性腎臓病（CKD）を
予防しましょう
　腎臓の病気なんて、自分には関係な
いと思っていませんか？ 成人の約8人
に1人は慢性腎臓病（CKD）と推計さ
れています。はじめは自覚症状がなく、
知らないうちに病気が進行して人工透
析の導入となることがあります。
　慢性腎臓病（ＣＫＤ）の予防や、進行
を抑えるためには、生活習慣や食事、
血圧の管理などがとても重要です。ま
た、年に１度は健康診断を受け、早期発
見に努めることも大切なことです。特
定健診（国民健康保険加入者）には、無
料で腎機能検査を追加しています。

■塩分を減らすポイント

塩分の取り過ぎは、脳や心臓などに悪影響を及ぼす恐れが指摘されていますが、
昨今とりわけ注目されているのが、腎臓への悪影響です。

１日の食塩摂取目標
 ～日本人の食事摂取基準（2010年）より～

Lesson4  酢を使って、おいしく減塩減塩
de 健康 小松菜ののり酢和え

食塩の

過剰摂取に

気をつけよう！ 
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未曽有の大災害となった東日本大震災からの教訓や、
局地的な豪雨、台風などによる災害が多発している現状から、
地域の防災体制づくりが重要視されています。
今回はその防災力の要となる消防団について紹介します。

　消防団とは、火災などの災害から住民の生命、財産を守る最も
身近な消防機関で、市では現在1,137人の団員が地域の防災
リーダーとして活動しています。
　東日本大震災から3年が経過し、今改めて地域の防災体制の充
実を図るため、国では「消防団を中核とした地域防災力の充実強化
に関する法律」が制定され、装備や処遇の改善など、より一層消防
団員が災害活動に従事しやすい環境整備を図ることとなりました。
　市においても、この法律の施行を機に、地域防災力の要である
消防団の機動力をさらに高めるため、装備の充実をはじめ、災害活
動に必要な積載車や資材などの計画的な更新を進めながら、地域
防災の強化にあたっていきます。

　
我
々
消
防
団
は「
地
域
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」

こ
と
を
念
頭
に
置
き
、団
員
の

所
属
す
る
事
業
所
や
団
体
な

ど
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も

と
、新
庄
警
察
署
、最
上
広
域

消
防
本
部
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
に
密
着
し
た「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
す
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
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す
。

　

近
年
の
異
常
気
象
で
、風
水

害
な
ど
大
型
の
災
害
が
頻
発
し

て
い
る
現
状
、地
域
に
根
差
し

て
い
る
消
防
団
は
、大
き
な
防

災
力
と
な
る
事
が
で
き
る
は
ず

で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
願
い
、

こ
れ
か
ら
の
消
防
団
の
活
躍
に

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

新
庄
市
消
防
団

浅
井 

一
男 

団
長 

▪入団資格／18歳以上で本市在住の身体健康な人
▪入団後の待遇／消防団員は特別職の地方公務員とな

り、以下の報酬及び補償があります。
　①報酬など／年額報酬が支給されます。また、5年以

上勤務すると退職時に補償金が支給されます。

　②公務災害補償／消防団の活動中に負傷をした場合
の補償制度があります。

▪入団申し込み
　各地区の分団長、または環境課地域防災室まで
◎詳しくは、環境課地域防災室へ。☎内線437

新庄市消防団

3.11
東日本大震災に学ぶ

人の力でつくる地域の安心

地域の安全・安心を守るために、あなたにもできることがあります

消防団員募集中！

地域防災力の要
かなめ

▲平成25年度新庄市春季消防演習の様子
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　　建築大工　伊藤　利一さん（東山町）

施設使用料や
  水道料の料金改定

平成25年度

新庄市卓越技能者表彰
市では、市内の職人さんや技術者から、特に優れた技術を持つ方を

「新庄市卓越技術者」として表彰しています。

　今年度卓越技能者表彰を受賞された伊藤さんは、昭和２９年に建築大工の見習いとして弟子入りして以来、木造住
宅や社寺建築など、数々の建築物を手掛けてきました。また、長年に渡り新庄最上建築総合組合の運営に貢献された
ほか、これまで10人の弟子の指導にあたるなど、後継者の育成を通じて新庄最上の
建築技術を支えてきました。
　今回の受賞について、伊藤さんから次のようなコメントを頂きま
した。

4月1日からの

12

　長年やってきた好きな仕事で、このような賞を頂くことがで
き、大変光栄に思っています。
　今は工場で建築材料を加工したり、建売の住宅が多かったり
と、昔と違い「大工の技」を使う機会も少なくなってきましたが、
古い建物や建築技法が無くなるわけではありません。これから
も若い世代に技術を伝承していければと思っています。

■ 施設使用料
　各施設ともに、税率改定分を反映した施設使用料
とします。ただし、端数処理などで現在と変わらない
場合もあります。

■ 水道料金
　増税分を反映しますが、これまでいただいていた、毎
月のメーター使用料金を廃止することで、家庭用の平
均使用水量（16立方メートル）の場合、毎月の水道料
金が5円安くなります。なお、下水道使用料は、税率改
定分をそのまま反映します。

　料金の変更が決定した場合は、広報しんじょうお知ら
せ版などで改めてお知らせしますので、ご承知おき願い
ます。また、水道料金と下水道使用料については、4月の
検針の際に、改定後の料金表をお配りする予定です。
　なお、住民票の写しや印鑑登録証明書、資産証明書な
ど、法令にもとづく証明手数料は非課税であり、変更し
ない予定です。

◎財政課財政運営室 ☎内線２３１
　上下水道課業務・普及室 ☎23-６１１１

　消費税率が今年の4月1日から8％となることなどに伴い、市の施設使用料や水道料金の
料金改定について、現在市議会定例会で審議が行われています。提案している内容は次の通りです。
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山科さん　当社は自動車用シート地を製造する企業です。私の課では受注先との
折衝や、設計、試作まで、量産品を作る前段階の業務を担当しています。半年前に課
長に任命されましたが、管理職は初めての経験でしたので試行錯誤の連続でした。
管理職の使命とは人材育成だと思います。１５人いる部下に対しては、常にコミュニ
ケーションを取り合っており、業務に関しては、失敗してもいいから先ずやらせてみ
て、本人に考えさせるように、こちらから教えすぎないことを心がけています。
矢口さん　私の課は、生産技術課が作った設計をもとに実際
に製造する工程で、生地の裁断を担
当しています。生地の質や色、裁断す
る形状の違いは数百種類以上ありま
すので、慎重な取扱いが必要です。私
も昨年初めて管理職になり、３０名の
部下をどのようにまとめ、どうすればや
る気をより引き出せるか、悩むことも
多いのですが、毎日大いにやりがいを
感じています。

いきいき仕事人！

Company File № �
株式会社 ダイユー

　昭和５４年、戸沢村で大友縫業とし
て創業。平成１１年に新庄中核工業
団地に進出、本社移転と現社名へ
の変更を実施。自動車用高級シート
表皮を自社一貫生産する高い技術
力に定評がある。主要供給先はホン
ダ、スズキ、レカロなど。国内９拠点の
他、海外にも工場を展開（中国２、タイ
１）。国内従業員２７０名

㈱ダイユー
生産技術課課長

山科　奨平さん（福田）

製造二課課長 

矢口　大地さん（本宮２区）

 UP!
企業ZOOMMズームアップ

しんじょうの農業

　農業経験のある人と全くの初心者、半 の々塾生ですが、この一年
間で野菜・花き・果物など十数種類の作物について、失敗しながらも
一から学ぶことができ、とても勉強になりました。
　また、先進農家や他地域などの視察を経て、色々 な「人」との出会
いを通じて農業の楽しさも知ることができ、大きな財産のひとつとな
りました。
　今後は各 就々農し、自分で選んだ作物を作っていくことになります
が、塾で勉強したことを生かしながら、新庄の大地の恵みをうけ愛情
を込めて、良いものを生産していきたいです。そして、これからの若い
方には、農業に関心をもち、農業の魅力を是非知ってほしいです。

3月末まで来年度の塾生を募集しています。皆さんの応募をお待ちしております。
◎詳しくは、農林課農村整備室へ。☎内線266

私たちが塾生です！

新庄市若者園芸実践塾 勇気塾
　市では、将来にわたり農業経営を目
指す18歳～45歳の人を対象に施設園
芸作物の栽培方法や、農業経営手法な
どを学ぶための塾を開講しています。
　今回は、今月末で1年間のカリキュ
ラムが終了する塾生の皆さんに話を
伺いました。

奮　闘　中　！　

左上から叶内勇輔さん、関翔さん

叶内由美子さん、柿﨑理恵さん

03
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市長とかむてんが e-Tax（国税電子申告）
をピーアール （２月７日／新庄税務署）

雪の里まつりでの雪中宝探し
（２月２日／雪の里情報館）

第43回新庄雪まつり
（最上公園特設会場）

新庄こども語りまつり
（ふるさと歴史センター）

　新庄雪まつりは、新庄青年会議所が、子どもも大人も雪を
楽しんでほしいと毎年実施しているもので、今年で43回目
となります。
　今年も、雪上オリンピックやスノーボールバトル、スノー

モービルなど多彩なアトラクションのほか、新庄・最上地域の
冬の味覚を集めた新庄食楽市場、新庄もがみご当地キャラサ
ミットなどさまざまな催しが開かれ、多くの家族連れで賑わ
いました。 

　現在も数多くの民話や伝説が伝えられている当市。この
地域に伝わる昔話を受け継ぐために練習を重ねてきた小学
生25人と高校生2人が語り部となって得意の語りを披露し
ました。

2/
15

２/
８・９

最上地区ヤングボランティア
交流会 （ゆめりあ）

　青少年のボランティア活動への意欲や、実施運営技術を
高めようと開催されました。地域の青少年ボランティアサー
クル会員や、中学生、高校生が交流を深めたほか、学校や学
年 を 越 え て
協力し合いな
がら、さまざ
まな体験ブー
スを開設した

「 だ がしや 楽
校」には、多く
の親子連れが
訪れ、楽しいひ
とときを過ごし
ていました。

2/
15

新庄雪まつり前夜祭
（２月７日／ゆめりあ花と緑の交流広場）
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※ホームページでも紹介しています。
URL http://www.city.shinjo.yamagata.jp/machitopi.html

栄光をたたえて

　雪国・新庄で古くから継承されてきた冬野菜の雪中保存。
野菜が低温に耐えようと自衛本能を働かせることで、甘み
が増したり、みずみずしさが保たれたりするといわれていま
す。このプロジェクトは、これらを商品の付加価値として地
場産の野菜を売り出そうとするもので、まゆの郷の会員が

栽培した野菜を
雪中に貯蔵し、
その都度掘り出
して販売してい
ます。新庄の新
しい 地 域ブラ
ンド品になるこ
とが期待され
ます。

■あじさい奨励【体育振興部門個人】
●陸上　渡邊光（新庄地区陸上競技協会）、髙橋竜平（新庄北高校定時
制３年）、石川涼音（山形城北高校１年）、渡邊成（九里学園高校１年）、阪
希望（日新小６年）　●空手　伊藤真太郎（新庄市空手道連盟）、小林未
侑（天童高校３年）、齋藤蓮（天童高校２年）、伊藤希恵（天童高校２年）、
井上夕希（天童高校２年）、荒木翔太（新庄中１年）、齋藤沙希（明倫中2
年）、阿部莉々子（明倫中１年）、小林彩乃（明倫中１年）、渡部玲（日新中
２年）、笹原渉平（萩野中３年）、元木文（八向中２年）、小野桂輔（新庄小
４年）、伊藤涼（沼田小４年）、伊藤栞（沼田小１年）、髙橋俊輔（北辰小４
年）、星川愛斗（泉田小５年）　●自転車　吉田和志（新庄北高校３年）、
小屋孝明（新庄神室産業高校３年）、佐々木徹（新庄神室産業高校２年）、
矢口優希（新庄神室産業高校２年）　●ボクシング　内構良斗（新庄北
高校２年）、佐藤亮（新庄神室産業高校２年）、長南玲央（新庄神室産業高
校１年）、渋江章矢（新庄東高校２年）　●相撲　西尾浩暉（新庄神室産
業高校１年）、佐藤凜（新庄中１年）　●柔道　髙谷英司（新庄東高校３
年）、村形遼（新庄東高校３年）、叶内大誠（新庄東高校２年）、髙山裕次郎

（日新中３年）、福嶋佳愛（萩野中３年）、渡部桂衣（萩野中２年）　●弓
道　竹内遼（明倫中３年）　●バドミントン　小関萌花（日新中２年）、本
間優芽（日新中２年）　●卓球　菅倫太郎（日新中２年）　●ソフトテニ
ス　永澤拓真（羽黒高校３年）、叶内月菜（羽黒高校２年）、斎藤千空（日
新小４年）、三浦朱璃（北辰小６年）　●サッカー　正野龍聖（萩野小6
年）

【体育振興部門団体】
●サッカー　新庄フットボールクラブ　●軟式野球　新庄信用金庫野
球部　●自転車　新庄神室産業高校自転車競技部　●柔道　新庄東
高校柔道部　●相撲　新庄中相撲部　●空手　明倫中空手道部男子、
明倫中空手道部女子　●そのほか　新庄市身体障害者福祉協会新庄
チーム（県障がい者スポーツ大会）

【教育・文化部門個人】
●ピアノ　渡部勇哉（新庄中３年）、竹岡幸平（明倫中１年）　●作文　
阿部春香（萩野中３年）　●そのほか　髙橋己來（沼田小２年／県防犯
標語コンクール）、斉藤諒（日新中１年／青い山の麓ショートムービーコ

ンテストほか）、髙橋若葉（新庄東高校２年／県高等学校総合文化祭弁
論部門）、柴田真弓（新庄神室産業高校３年／日本学校農業クラブ全国
大会農業鑑定競技会区分「農業」）、庄司菜美子（新庄神室産業高校３年
／県学校農業クラブ連盟意見発表会区分「環境」）、森美咲（新庄神室
産業高校３年／県学校農業クラブ連盟農業情報処理競技会）、伊藤匠平

（新庄神室産業高校３年／高校生ものづくりコンテスト山形県大会「電
気工事部門」）

【教育・文化部門団体】
●合唱　新庄小学校合唱部、沼田小学校合唱部、日新小学校合唱部　
●そのほか　新庄神室産業高校機械技術部（県メカトロアイディアコン
テスト）、新庄神室産業高校環境デザイン科土木系（県高等学校サーベ
イコンテスト平板測量の部）
■一般財団法人新庄市体育協会表彰（あじさい奨励受賞者を除く）

【功労賞】　柿㟢隆雄 ( 新庄地区野球連盟 )、高山秀夫 ( 新庄市柔道連
盟 )、小野一郎 ( 新庄地区陸上競技協会 )、佐藤征彦 ( 新庄地区ソフトテ
ニス連盟 )

【奨励賞個人】　●柔道　高山琴
音 ( 明倫中１年 )、大内慎吾（日新
小６年）　●バドミントン　佐藤勝
大（泉田小５年）、中川楓磨（泉田
小５年）、山科陽翔（北辰小４年）、
今田ひなた（日新小４年）、芦野愛里

（日新小４年）、中島華那（日新小４
年）、●卓球　伊藤みちる（泉田小
４年）●空手道　石田聖哉（沼田小
６年）、森凌太（日新小５年）、林弘道

（沼田小３年）
【奨励賞団体】　●柔道　新庄地区
柔剣道錬成会スポーツ少年団（男
子）、神室柔道スポーツ少年団（男
子）　●サッカー　日新サッカース
ポーツ少年団　　（敬称略）

青山学院大学と連携協力
協定締結（雪の里情報館）

　杉浦勢之総合
文化政策学部長
をお招きし、協定
書の調印式が行
われました。この
協定は、同大学の
黒 石 いずみ 教 授
主 宰 の ゼミが、5
年前から市内での
フィールドワークなど、地方におけるまちづくりと文化資源
再生の実践活動を行っていることを踏まえ、さらに連携を強
め、人材育成や地域振興につなげようとするものです。学生
たちは、今後も年数回当市を訪れて調査研究を行い、市民
との交流も深めていくことにしています。

2/
8

雪の下野菜プロジェクト始動
 （産直まゆの郷）

2/
4
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ま
た
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泣
き
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ど
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時
は
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に
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が
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ば
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プラス

子育て

にこにこ子育て

教育+ チャンネル

あそびの広場と
子育て相談

ここ
WARASUKO  HIROBA

わわららすす
広場

わくわく新庄
3月1８日㈫の午前

保健センター
３月２５日㈫・４月８日㈫の 

午前・午後

※午前（10時～11時30分）
　午後（1時30分～3時30分）

◎詳しくは、新庄市子育て支援センター
　（わらすこ広場内）へ。ＴＥＬ&ＦＡＸ22-5115

Q
＆
A

「夢に向かって明るく元気に創造」 学校レポート
〜明倫中〜

　
明
倫
中
学
校
で
は
，こ
れ
ま
で「
心
の

育
み
」を
学
校
経
営
の
重
点
と
し
て
、全

教
育
活
動
を
通
し
、い
の
ち
の
大
切
さ
を

指
導
し
て
き
ま
し
た
。学
校
の
み
な
ら

ず
、地
域
も
一
体
と
な
っ
て
生
徒
の
健
全

な
成
長
を
見
守
っ
て
お
り
、生
徒
も
生
き

生
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
い
の
ち
を
深
く
考
え
る
日

　
毎
年
一
月
に「
い
の
ち
を
深
く
考
え
る

日
」を
設
定
し
、各
教
科
の「
い
の
ち
の
授

業
」や「
心
の
集
い
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
年
間
を
通
し
て
の「
心
の
成
長
」や「
思
い

の
積
み
重
ね
」を
行
い
な
が
ら
自
他
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、生
き
る
こ
と
を
見
つ

め
直
す
機
会
に
し
て
い
ま
す
。

■
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み

　
児
童
生
徒
の
交
流
と
し
て
小
学
校
の
壮

行
式
や
文
化
祭
へ
の
参
加
、あ
い
さ
つ
運
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。小
学
生
の

あ
こ
が
れ
の
対
象
と
な
る
よ
う
な
自
覚
を

持
っ
た
行
動
や
、後
輩
の
日
常
を
見
守
る

と
い
う
姿
勢
が
自
己
有
用
感
に
通
じ
、成

長
し
た
自
分
の
姿
を
披
露
す
る
良
い
機
会

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
本
気
の
応
援

　
義
理
の
百
人
よ
り
も
本
気
の
十
人
を
合

い
言
葉
に
、毎
年
、希
望
者
に
よ
る
駅
伝
応

援
団
が
結
成
さ
れ
ま
す
。自
分
た
ち
の
仲

間
は
も
ち
ろ
ん
、他
校
の
生
徒
へ
も
精
一
杯

の
声
援
を
送
る
明
倫
中
生
の
姿
勢
が
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。
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◦今月の新着図書◦
［一般書］

御装束神宝～伊勢の神宮～ ･･･････････南里　空海
図説アラビアンナイト 新装版 ･･･････････西尾　哲夫
知識ゼロからの書道あそび文字入門 ･･･武田　双雲
島倉千代子メモリアルブック ････････マガジンハウス
小川洋子の陶酔短篇箱 ･････････････････小川　洋子
お父さんと伊藤さん ･････････････････････････中澤日菜子
家族をラクにする魔法の言葉 ･･･････････宮尾　益知
ぼくは戦争は大きらい ･･････････････････････やなせ たかし

［児童書］
魔法の国１００１のさがしもの ･･･ジリアン・ドハーティ
ふしぎ駄菓子屋銭天堂 ２ ････････････････廣嶋　玲子
クラゲの秘密 ････････････････････････････････三宅　裕志
パンツちゃんとはけたかな ･････････････････宮野　聡子
昭和の子ども生活絵図鑑 ････････････････奥成　　達

※このコーナーでは、NPOなどの市民活動団体に関する話題と、地域住民による
地域づくり活動に関する話題をそれぞれ交互に紹介していきます。

蔵書検索

〜地域づくり編〜

ドゥ

市民活Do！

地域リーダー講座

◎市立図書館 ☎２２-２１８９
開館時間 : 午前10時～午後6時

休館日 : 毎週月曜日

　言葉によるコミュニケーションの本質を、幼い子どもと母親による会話例や心
理実験例などのユニークな視点から読み解いた本です。
　発達途上の子どもへの話しかけのコツや、言葉のオモテとウラを理解するた
めの能力、誤解の少ないコミュニケーションのヒントがたくさん！言葉の意図を
きちんと捉えることは会話において大切なことですが、それ以上に相手の気持
ちや状況を思いやる心をもつことがコミュニケーションの基盤になるのだと改
めて気付かせてくれます。おしゃべりがもっと楽しくなる１冊です。

今月の

図書館インフォメーション

毎月図書館司書がおすすめの本を紹介します!

私の

おすすめの1冊

今月のテーマ展示

『時間を大切に』
　時間は気付けばあっという間
に過ぎていってしまうもの。だか
らこそ時間を有効活用したいで
すね。図書館では大切な時間を
ゆっくりと過ごせるような本をご
用意してお待ちしています。

　

現
在
、少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の

進
行
、人
々
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど

の
理
由
に
よ
り
、地
域
の
つ
な
が
り
が

弱
く
な
り
、地
域
力
が
低
下
し
て
き
て

い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
で
は
、本
年
度
よ
り
地

域
社
会
の
再
構
築
を
行
う
上
で
の「
カ

ギ
」と
な
る
、各
町
内
の
区
長
や
役
員
の

方
を
対
象
に
地
域
リ
ー
ダ
ー
講
座
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、参
加
者
が
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ

る
課
題
や
現
状
に
つ
い
て
、率
直
に
意

見
を
出
し
合
い
、そ
の
課
題
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
と
い
う

内
容
の
も
の
で
、地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
地
域
づ
く
り
の
機
運
醸
成
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。た
だ
、講
座
と
言
っ
て

も
堅
苦
し
く
は
な
く
、お
茶
を
飲
み
な

が
ら
、参
加
者
が
気
軽
に
意
見
を
言
え

る
よ
う
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、平
成
二
十
六
年
度
も「
地
域
住

民
の
健
康
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
地
域

リ
ー
ダ
ー
講
座
を
全
四
回
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

内
容
は
前
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
け
で
な
く
体
験
学

習
な
ど
を
取
り
入
れ
、参
加
者
が
よ
り

理
解
し
や
す
く
、地
域
づ
く
り
に
結
び

つ
け
や
す
い
よ
う
工
夫
を
す
る
と
と
も

に
、区
長
さ
ん
な
ど
地
域
の
役
員
の
方

に
限
ら
ず
、一
般
の
方
も
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
市

報
等
で
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◎
総
合
政
策
課
地
域
支
援
室

☎
内
線
２
１
８▲今年度実施した地域リーダー講座の様子

03



イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

（
ゴ
ア
の
香
菜
入
り
カ
レ
ー
）な
ど
4

品
の
料
理
教
室 

▪
講
師 

笹 

美
知

子
氏 

▪
材
料
費 

2
、5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

3
月
25
日
㈫

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

「
季
寄
せ
の
和
布
あ
そ
び
」展

ご
ん
じ
ゅ
わ
ー
る
ど

▪
と
き 

4
月
2
日
㈬
～
30
日
㈬
月

曜
～
金
曜
／
午
前
9
時
～
午
後
5
時

土
曜
／
午
前
10
時
～
午
後
5
時

▪
と
こ
ろ 

荘
内
銀
行
新
庄
支
店
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

▪
内
容 

創
作
和
布

細
工
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

　

※
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
～
3
時
に
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
開
催

　
参
加
費
5
0
0
円

◎
ち
く
ち
く
ご
ん
じ
ゅ
事
務
局
・三
原

☎
０
９
０
-５
５
９
７
-３
１
０
９

屋
外
運
動
施
設
の
使
用
申
込

受
付
開
始
し
ま
す

▪
と
き 

3
月
24
日
㈪
午
前
８
時
30

分
か
ら 

▪
受
付
場
所 

新
庄
市
体
育

館 

▪
対
象
施
設 

福
田
運
動
広
場
、

福
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、横
根
山
運
動
広

場
、東
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、陸
上
競
技
場
、

相
撲
場 

※
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す

◎
市
施
設
振
興
公
社	

☎
22
-０
６
８
１

第
１
回
ゆ
め
り
あ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド・マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

▪
と
き 

3
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
花

と
緑
の
交
流
広
場 

▪
内
容 

ハン
ド
メ

イ
ド
商
品・食
品
の
出
店（
食
品
に
つ
い

て
は
、事
前
に
保
健
所
の
営
業
許
可
を

受
け
て
い
る
場
所
で
製
造
さ
れ
た
物
の

み
と
な
り
ま
す
。現
地
調
理
は
で
き

ま
せ
ん
。） 

▪
出
店
料 

1
ブ
ー
ス（
2.5

ｍ
×
2.5ｍ
）5
0
0
円 

▪
申
込
締
切 

3

月
24
日
㈪
午
後
3
時
30
分

◎
ゆ
め
り
あ
事
務
室	

☎
28
-８
８
８
８

自
衛
官
等
募
集

募
集
し
ま
す

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

▪
対
象 

20
歳
以
上
、26
歳
未
満
の
人

で
、22
歳
未
満
の
場
合
は
大
卒（
見
込

み
含
む
）

▪
申
込
締
切 

4
月
26
日
㈯

▪
試
験
日 

６
月
11
日
㈬
～
14
日
㈯

予
備
自
衛
官
補

▪
対
象 

一
般
／
18
歳
以
上
、34
歳
未

満
　
技
能
／
各
種
国
家
資
格
を
有
す

る
人
で
18
歳
以
上
、55
歳
未
満

▪
申
込
締
切 

4
月
3
日
㈭

▪
試
験
日 

4
月
12
日
㈯
～
15
日
㈫

の
う
ち
い
ず
れ
か
1
日

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所
☎
22
-５
０
５
７

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

▪
受
験
資
格 

①
昭
和
59
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
5
年
4
月
1
日
生
れ
の

者 

②
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
生

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者 

◦
大
学
を

卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

▪
受
付
期
間 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
4

月
1
日
㈫
～
14
日
㈪

※
申
し
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
し
込
み
と
す
る
。た
だ
し
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み
が
不
可
能

な
場
合
で
、郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
受

験
申
込
を
行
う
場
合
は
、最
寄
り
の

税
務
署
な
ど
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▪
一
次
試
験
日 

6
月
8
日
㈰

◎
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係	

☎
０
２
２
-２
６
３
-１
１
１
１

き
も
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

▪
対
象 

成
人
女
性 

▪
と
き 

3
月

20
日
㈭・27
日
㈭ 

①
午
前
10
時
30
分

～ 

②
午
後
２
時
～ 

③
午
後
６
時
30

分
～ 

▪
と
こ
ろ 

民
族
衣
装
文
化
普

及
協
会
山
形
事
務
所（
山
形
市
七
日

町
） 

▪
内
容 

き
も
の
講
師
資
格
を

取
得
で
き
る
講
座
の
ご
案
内

▪
受
講
料 

無
料

◎
民
族
衣
装
普
及
協
会

☎
０
１
２
０
-０
２
９
-３
１
５

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
度
の
保
険
料
は
月
額

1
5
、2
5
0
円
と
な
り
ま
す
。ま
た

前
納
等
に
よ
る
割
引
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
2
年
前
納（
口
座
振
替
の
み
。毎

月
納
め
る
場
合
よ
り
1
4
、8
0
0

円
割
引
）、1
年
前
納（
現
金
の
場
合

3
、2
5
0
円
割
引
、口
座
振
替
で
3
、

8
4
0
円
割
引
）、6
ヶ
月
前
納（
現

金
の
場
合
7
4
0
円
割
引
、口
座
振
替

で
1
、0
4
0
円
割
引
）、口
座
振
替
に

よ
る
早
割
制
度（
通
常
保
険
料
は
翌

月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
が
、当

月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
一
月
あ

た
り
50
円
割
引
）

　
今
後
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込

む
場
合
や
振
替
内
容
を
変
更
す
る
場

合
は
、直
接
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所	

☎
22
-２
０
５
０

　
市
民
課	

　
☎
内
線
１
３
３・１
３
４

採
捕
禁
止
期
間
を
変
更
し
ま
す

サ
ク
ラ
マ
ス・ヤ
マ
メ・イ
ワ
ナ・ヒ
メ
マ
ス

　
県
内
の
サ
ク
ラ
マ
ス・ヤ
マ
メ・
イ
ワ

ナ・ヒ
メ
マ
ス
の
採
捕
量
が
、河
川
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。こ
の
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

「
山
形
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
」

を
一
部
改
正
し
、採
捕
期
間
を
次
の
よ

う
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▪
サ
ク
ラ
マ
ス 

禁
止
期
間
9
月
1

日
～
2
月
末
日

▪
ヤ
マ
メ・イ
ワ
ナ・ヒ
メ
マ
ス 

禁
止

期
間
10
月
１
日
～
3
月
31
日

　
こ
の
ほ
か
に
も
、県
で
は
河
川
環
境

保
全
や
稚
魚
の
放
流
な
ど
、資
源
維

持・増
加
を
図
り
ま
す
の
で
、関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
県
農
林
水
産
部
水
産
課

☎
０
２
３
-６
３
０
-２
４
７
８

献
血
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
庄
も
が
み
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催

▪
と
き 

3
月
28
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
3
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り

あ
花
と
緑
の
交
流
広
場

◎
健
康
課
健
康
推
進
室	

☎
内
線
５
１
４

住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▪
と
き 

3
月
20
日
㈭
午
後
1
時
30
分

～
4
時 

▪
と
こ
ろ 

最
上
総
合
支
庁

5
0
5
会
議
室 

▪
相
談
員 

県
弁
護
士

会
会
員
弁
護
士 

▪
申
し
込
み 

相
談

日
前
日
ま
で
に
電
話
で 

※
先
着
4
人

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
　
㈱
西
王
不

動
産
　
最
上
事
務
所	

☎
23
-３
１
１
６

市
制
施
行
65
周
年
記
念「
新
庄
バ
ル
街
」

参
加
店
募
集

　
市
制
施
行
65
周
年
を
記
念
し
、市

内
飲
食
店
の
活
性
化
の
た
め
、チ
ケ
ッ

ト
制
で
食
べ
歩
き
、飲
み
歩
き
が
楽
し

め
る「
バ
ル
街
」事
業
へ
の
参
加
店
募
集

と
事
前
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▪
対
象 

中
心
商
店
街
の
飲
食
店

　

▪
と
き 

3
月
24
日
㈪
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

七
色（
南

本
町
） 

▪
講
師 

綾
野
昌
幸
氏（
兵
庫

県
伊
丹
市
都
市
活
力
部 

副
参
事
）

◎
実
行
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
-Ａ
Ｍ
Ｐ
内
）

☎
32
-０
５
２
５

第
４
回 

「
雪
調
」に
学
ぶ
講
座

受
講
者
募
集

▪
と
き 

3
月
29
日
㈯
午
後
1
時
30

分
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス 

▪
テ
ー
マ 

食
と
暮
ら
し
～
過

去・現
在・未
来 

▪
講
師 

結
城
登
美

雄
氏（
民
俗
研
究
家
）

▪
資
料
代 

1
、0
0
0
円

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
農
緑
事
務
局
・
佐
藤

☎
０
９
０
-４
４
７
７
-２
０
１
３

「
ほ
ん
と
う
の
幸
せ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

講
演
会
参
加
者
募
集

　
心
の
マ
ナ
ー
活
動
を
通
し
て
、本
当

の
幸
せ
と
は
一
体
何
な
の
か
、皆
さ
ん

で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
対
象 

中
高
生
と
そ
の
保
護
者

▪
と
き 

3
月
21
日
㈮
午
後
1
時
30

分
～
3
時 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ

ザ
小
ホ
ー
ル 

▪
講
師 

桑
山
紀
彦
氏

（
心
療
内
科
医
） 

※
参
加
無
料

◎
ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ「
た
ま
り
ば
」

☎
０
８
０
-３
１
４
４
-３
０
０
９

イ
ン
ド
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

3
月
27
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら

　
午
後
の
部
／
午
後

6
時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ

調
理
室 

▪
内
容 

チ
キ
ン
カ
フ
リ
ア
ル

ふれあい市民ギャラリー
第２回「アートの息吹」展

◦とき ３月23日㈰～３０日㈰ ※火曜休
館 午前9時～午後7時（最終日5時まで）
◦ところ 市民プラザギャラリー・ロビー
◦内容 新庄最上ゆかりの芸術作家３０
名による新たな可能性を秘めた展示会
です。新庄南高校美術部とのコラボレー
ションもあり、若い作家からベテランまで、
洋画・日本画・彫刻・陶芸・立体などバラエ
ティー豊かな作品を多数展示します。
◦入場料 無料
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

新庄藩校「明倫堂」講座
～アートから歴史を探る～

◦日程・内容
①5月9日㈮ 開講式「肘折こけし」
②6月6日㈮ 野外研修（村山方面）
③7月4日㈮ 『屏風絵から歴史を探る』
④9月12日㈮ 『新庄城の昔（絵図）を語る』
⑤10月10日㈮ 『文化財としての建造
物について』
⑥11月14日㈮ 閉講式「受講生の皆さ
んによる発表」
◦ところ ふるさと歴史センターほか
◦受講料 1,500円（野外研修は実費）
◦申込締切 3月25日㈫ ※定員先着
50人で申込者本人がご連絡ください
◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。

☎22-2188

産直まゆの郷「春の彼岸セール」
◦とき 3月15日㈯～3月17日㈪午前９
時～午後６時
◦ところ 産直まゆの郷
◦内容 お彼岸用の花・旬の野菜・農産物の販売
※３月29日㈯までの毎週土曜日は「土曜そ
ばの日」手打ちそば（新庄産そば粉使用）
かけそば400円、板そば500円で販売中
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。	☎23-5007

産直いなふね「春彼岸セール」
◦とき 3月15日㈯～3月17日㈪午前９
時30分～午後５時
◦ところ ＪＡ産直いなふね
◦内容 旬野菜や花、農産品などの販売
◎詳しくは、ＪＡ産直いなふねへ。

☎22-4928

4月より70～74歳の人の
医療費窓口負担割合が変わります
　現在、70～74歳の人の窓口負担は、
法律上2割となっていますが、特例措置に
よりこれまで１割負担とされていました。
　平成26年度からより公平な仕組みとす
るため、この特例措置が以下のように見直
されることとなります。
　ただし、国の平成26年度予算の可決・
成立が前提となります。
▪４月2日以降に７０歳の誕生日を迎える人
（誕生日が昭和19年４月2日以降の人）
◦７０歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日
が誕生日の人はその月）の診療から、窓口
負担額が２割になります。
※一定の所得がある人は、これまでどおり
３割負担となります。
◦２割負担となった場合、窓口負担上限
額がこれまでに比べ下がります。
▪４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた人
（誕生日が昭和19年４月１日までの人）
◦４月以降も窓口負担は１割のままです。
※一定の所得がある人は、これまでどおり
３割負担となります。
◦窓口負担上限額も変わりません。
◎詳しくは、健康課国保医療室へ。	☎内線512、517

市制施行６５周年記念事業
『市民提案事業』募集

　今年の４月で、新庄は「市」となり、満65
年となります。
　市では、市制施行65周年を記念し、市
民団体などの皆様が、新庄の誇れる歴史・
文化を紹介したり、にぎわいを作り出す事
業について、企画運営における支援を検
討しております。事業詳細が決定し次第、
市報・ホームページなどでお知らせします。
◎詳しくは、総合政策課企画政策室へ。	☎内線234
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イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです    催しなど

（
ゴ
ア
の
香
菜
入
り
カ
レ
ー
）な
ど
4

品
の
料
理
教
室 

▪
講
師 

笹 

美
知

子
氏 

▪
材
料
費 

2
、5
0
0
円

▪
申
込
締
切 

3
月
25
日
㈫

◎
事
務
局
・
笹	

☎
22
-２
０
８
６

「
季
寄
せ
の
和
布
あ
そ
び
」展

ご
ん
じ
ゅ
わ
ー
る
ど

▪
と
き 

4
月
2
日
㈬
～
30
日
㈬
月

曜
～
金
曜
／
午
前
9
時
～
午
後
5
時

土
曜
／
午
前
10
時
～
午
後
5
時

▪
と
こ
ろ 

荘
内
銀
行
新
庄
支
店
２

階
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

▪
内
容 

創
作
和
布

細
工
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
な
ど

　

※
毎
週
土
曜
日
午
後
1
時
～
3
時
に
ワ

ー
ク
シ
ョッ
プ
開
催

　
参
加
費
5
0
0
円

◎
ち
く
ち
く
ご
ん
じ
ゅ
事
務
局
・三
原

☎
０
９
０
-５
５
９
７
-３
１
０
９

屋
外
運
動
施
設
の
使
用
申
込

受
付
開
始
し
ま
す

▪
と
き 

3
月
24
日
㈪
午
前
８
時
30

分
か
ら 

▪
受
付
場
所 

新
庄
市
体
育

館 

▪
対
象
施
設 

福
田
運
動
広
場
、

福
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、横
根
山
運
動
広

場
、東
山
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、陸
上
競
技
場
、

相
撲
場 

※
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す

◎
市
施
設
振
興
公
社	

☎
22
-０
６
８
１

第
１
回
ゆ
め
り
あ
ハ
ン
ド
メ
イ
ド・マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

▪
と
き 

3
月
30
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
4
時 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り
あ
花

と
緑
の
交
流
広
場 

▪
内
容 

ハン
ド
メ

イ
ド
商
品・食
品
の
出
店（
食
品
に
つ
い

て
は
、事
前
に
保
健
所
の
営
業
許
可
を

受
け
て
い
る
場
所
で
製
造
さ
れ
た
物
の

み
と
な
り
ま
す
。現
地
調
理
は
で
き

ま
せ
ん
。） 

▪
出
店
料 

1
ブ
ー
ス（
2.5

ｍ
×
2.5ｍ
）5
0
0
円 

▪
申
込
締
切 

3

月
24
日
㈪
午
後
3
時
30
分

◎
ゆ
め
り
あ
事
務
室	
☎
28
-８
８
８
８

自
衛
官
等
募
集

募
集
し
ま
す

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

▪
対
象 

20
歳
以
上
、26
歳
未
満
の
人

で
、22
歳
未
満
の
場
合
は
大
卒（
見
込

み
含
む
）

▪
申
込
締
切 

4
月
26
日
㈯

▪
試
験
日 

６
月
11
日
㈬
～
14
日
㈯

予
備
自
衛
官
補

▪
対
象 

一
般
／
18
歳
以
上
、34
歳
未

満
　
技
能
／
各
種
国
家
資
格
を
有
す

る
人
で
18
歳
以
上
、55
歳
未
満

▪
申
込
締
切 

4
月
3
日
㈭

▪
試
験
日 

4
月
12
日
㈯
～
15
日
㈫

の
う
ち
い
ず
れ
か
1
日

◎
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所
☎
22
-５
０
５
７

国
税
専
門
官
採
用
試
験
の
ご
案
内

平
成
26
年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

▪
受
験
資
格 

①
昭
和
59
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
5
年
4
月
1
日
生
れ
の

者 

②
平
成
5
年
4
月
2
日
以
降
生

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者 

◦
大
学
を

卒
業
し
た
者
及
び
平
成
27
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

▪
受
付
期
間 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
4

月
1
日
㈫
～
14
日
㈪

※
申
し
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

申
し
込
み
と
す
る
。た
だ
し
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み
が
不
可
能

な
場
合
で
、郵
送
又
は
持
参
に
よ
り
受

験
申
込
を
行
う
場
合
は
、最
寄
り
の

税
務
署
な
ど
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▪
一
次
試
験
日 

6
月
8
日
㈰

◎
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係	

☎
０
２
２
-２
６
３
-１
１
１
１

き
も
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

▪
対
象 

成
人
女
性 

▪
と
き 

3
月

20
日
㈭・27
日
㈭ 

①
午
前
10
時
30
分

～ 

②
午
後
２
時
～ 

③
午
後
６
時
30

分
～ 

▪
と
こ
ろ 

民
族
衣
装
文
化
普

及
協
会
山
形
事
務
所（
山
形
市
七
日

町
） 

▪
内
容 

き
も
の
講
師
資
格
を

取
得
で
き
る
講
座
の
ご
案
内

▪
受
講
料 

無
料

◎
民
族
衣
装
普
及
協
会

☎
０
１
２
０
-０
２
９
-３
１
５

平
成
26
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
度
の
保
険
料
は
月
額

1
5
、2
5
0
円
と
な
り
ま
す
。ま
た

前
納
等
に
よ
る
割
引
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
2
年
前
納（
口
座
振
替
の
み
。毎

月
納
め
る
場
合
よ
り
1
4
、8
0
0

円
割
引
）、1
年
前
納（
現
金
の
場
合

3
、2
5
0
円
割
引
、口
座
振
替
で
3
、

8
4
0
円
割
引
）、6
ヶ
月
前
納（
現

金
の
場
合
7
4
0
円
割
引
、口
座
振
替

で
1
、0
4
0
円
割
引
）、口
座
振
替
に

よ
る
早
割
制
度（
通
常
保
険
料
は
翌

月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
が
、当

月
末
に
引
き
落
と
す
方
法
で
一
月
あ

た
り
50
円
割
引
）

　
今
後
新
た
に
口
座
振
替
を
申
し
込

む
場
合
や
振
替
内
容
を
変
更
す
る
場

合
は
、直
接
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
新
庄
年
金
事
務
所	

☎
22
-２
０
５
０

　
市
民
課	

　
☎
内
線
１
３
３・１
３
４

採
捕
禁
止
期
間
を
変
更
し
ま
す

サ
ク
ラ
マ
ス・ヤ
マ
メ・イ
ワ
ナ・ヒ
メ
マ
ス

　
県
内
の
サ
ク
ラ
マ
ス・ヤ
マ
メ・
イ
ワ

ナ・ヒ
メ
マ
ス
の
採
捕
量
が
、河
川
環
境

の
変
化
な
ど
に
よ
り
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
。こ
の
状
況
を
緩
和
す
る
た
め
、

「
山
形
県
内
水
面
漁
業
調
整
規
則
」

を
一
部
改
正
し
、採
捕
期
間
を
次
の
よ

う
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▪
サ
ク
ラ
マ
ス 

禁
止
期
間
9
月
1

日
～
2
月
末
日

▪
ヤ
マ
メ・イ
ワ
ナ・ヒ
メ
マ
ス 

禁
止

期
間
10
月
１
日
～
3
月
31
日

　
こ
の
ほ
か
に
も
、県
で
は
河
川
環
境

保
全
や
稚
魚
の
放
流
な
ど
、資
源
維

持・増
加
を
図
り
ま
す
の
で
、関
係
者

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
県
農
林
水
産
部
水
産
課

☎
０
２
３
-６
３
０
-２
４
７
８

献
血
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

新
庄
も
が
み
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催

▪
と
き 

3
月
28
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
3
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

ゆ
め
り

あ
花
と
緑
の
交
流
広
場

◎
健
康
課
健
康
推
進
室	

☎
内
線
５
１
４

住
ま
い
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▪
と
き 

3
月
20
日
㈭
午
後
1
時
30
分

～
4
時 

▪
と
こ
ろ 

最
上
総
合
支
庁

5
0
5
会
議
室 

▪
相
談
員 

県
弁
護
士

会
会
員
弁
護
士 

▪
申
し
込
み 

相
談

日
前
日
ま
で
に
電
話
で 

※
先
着
4
人

◎
県
営
住
宅
指
定
管
理
者
　
㈱
西
王
不

動
産
　
最
上
事
務
所	

☎
23
-３
１
１
６

市
制
施
行
65
周
年
記
念「
新
庄
バ
ル
街
」

参
加
店
募
集

　
市
制
施
行
65
周
年
を
記
念
し
、市

内
飲
食
店
の
活
性
化
の
た
め
、チ
ケ
ッ

ト
制
で
食
べ
歩
き
、飲
み
歩
き
が
楽
し

め
る「
バ
ル
街
」事
業
へ
の
参
加
店
募
集

と
事
前
説
明
会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

▪
対
象 

中
心
商
店
街
の
飲
食
店

　

▪
と
き 

3
月
24
日
㈪
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分 

▪
と
こ
ろ 

七
色（
南

本
町
） 

▪
講
師 

綾
野
昌
幸
氏（
兵
庫

県
伊
丹
市
都
市
活
力
部 

副
参
事
）

◎
実
行
委
員
会（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
-Ａ
Ｍ
Ｐ
内
）

☎
32
-０
５
２
５

第
４
回 

「
雪
調
」に
学
ぶ
講
座

受
講
者
募
集

▪
と
き 

3
月
29
日
㈯
午
後
1
時
30

分
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

山
屋
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス 

▪
テ
ー
マ 

食
と
暮
ら
し
～
過

去・現
在・未
来 

▪
講
師 

結
城
登
美

雄
氏（
民
俗
研
究
家
）

▪
資
料
代 

1
、0
0
0
円

◎
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
農
緑
事
務
局
・
佐
藤

☎
０
９
０
-４
４
７
７
-２
０
１
３

「
ほ
ん
と
う
の
幸
せ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

講
演
会
参
加
者
募
集

　
心
の
マ
ナ
ー
活
動
を
通
し
て
、本
当

の
幸
せ
と
は
一
体
何
な
の
か
、皆
さ
ん

で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
対
象 

中
高
生
と
そ
の
保
護
者

▪
と
き 

3
月
21
日
㈮
午
後
1
時
30

分
～
3
時 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ

ザ
小
ホ
ー
ル 

▪
講
師 

桑
山
紀
彦
氏

（
心
療
内
科
医
） 

※
参
加
無
料

◎
ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ「
た
ま
り
ば
」

☎
０
８
０
-３
１
４
４
-３
０
０
９

イ
ン
ド
料
理
教
室

参
加
者
募
集

▪
と
き 

3
月
27
日
㈭
午
前
の
部
／

午
前
11
時
か
ら

　
午
後
の
部
／
午
後

6
時
か
ら 

▪
と
こ
ろ 

市
民
プ
ラ
ザ

調
理
室 

▪
内
容 

チ
キ
ン
カ
フ
リ
ア
ル

ふれあい市民ギャラリー
第２回「アートの息吹」展

◦とき ３月23日㈰～３０日㈰ ※火曜休
館 午前9時～午後7時（最終日5時まで）
◦ところ 市民プラザギャラリー・ロビー
◦内容 新庄最上ゆかりの芸術作家３０
名による新たな可能性を秘めた展示会
です。新庄南高校美術部とのコラボレー
ションもあり、若い作家からベテランまで、
洋画・日本画・彫刻・陶芸・立体などバラエ
ティー豊かな作品を多数展示します。
◦入場料 無料
◎詳しくは、市民プラザへ。	 ☎22-4200

新庄藩校「明倫堂」講座
～アートから歴史を探る～

◦日程・内容
①5月9日㈮ 開講式「肘折こけし」
②6月6日㈮ 野外研修（村山方面）
③7月4日㈮ 『屏風絵から歴史を探る』
④9月12日㈮ 『新庄城の昔（絵図）を語る』
⑤10月10日㈮ 『文化財としての建造
物について』
⑥11月14日㈮ 閉講式「受講生の皆さ
んによる発表」
◦ところ ふるさと歴史センターほか
◦受講料 1,500円（野外研修は実費）
◦申込締切 3月25日㈫ ※定員先着
50人で申込者本人がご連絡ください
◎詳しくは、ふるさと歴史センターへ。

☎22-2188

産直まゆの郷「春の彼岸セール」
◦とき 3月15日㈯～3月17日㈪午前９
時～午後６時
◦ところ 産直まゆの郷
◦内容 お彼岸用の花・旬の野菜・農産物の販売
※３月29日㈯までの毎週土曜日は「土曜そ
ばの日」手打ちそば（新庄産そば粉使用）
かけそば400円、板そば500円で販売中
◎詳しくは、産直まゆの郷へ。	☎23-5007

産直いなふね「春彼岸セール」
◦とき 3月15日㈯～3月17日㈪午前９
時30分～午後５時
◦ところ ＪＡ産直いなふね
◦内容 旬野菜や花、農産品などの販売
◎詳しくは、ＪＡ産直いなふねへ。

☎22-4928

4月より70～74歳の人の
医療費窓口負担割合が変わります
　現在、70～74歳の人の窓口負担は、
法律上2割となっていますが、特例措置に
よりこれまで１割負担とされていました。
　平成26年度からより公平な仕組みとす
るため、この特例措置が以下のように見直
されることとなります。
　ただし、国の平成26年度予算の可決・
成立が前提となります。
▪４月2日以降に７０歳の誕生日を迎える人
（誕生日が昭和19年４月2日以降の人）
◦７０歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日
が誕生日の人はその月）の診療から、窓口
負担額が２割になります。
※一定の所得がある人は、これまでどおり
３割負担となります。
◦２割負担となった場合、窓口負担上限
額がこれまでに比べ下がります。
▪４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた人
（誕生日が昭和19年４月１日までの人）
◦４月以降も窓口負担は１割のままです。
※一定の所得がある人は、これまでどおり
３割負担となります。
◦窓口負担上限額も変わりません。
◎詳しくは、健康課国保医療室へ。	☎内線512、517

市制施行６５周年記念事業
『市民提案事業』募集

　今年の４月で、新庄は「市」となり、満65
年となります。
　市では、市制施行65周年を記念し、市
民団体などの皆様が、新庄の誇れる歴史・
文化を紹介したり、にぎわいを作り出す事
業について、企画運営における支援を検
討しております。事業詳細が決定し次第、
市報・ホームページなどでお知らせします。
◎詳しくは、総合政策課企画政策室へ。	☎内線234
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温故知新庄！？

文字を

見やすく
しました

本文にモリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

故きを温ねて新庄を知る
平

成
26

年
3

月
10日

号（
N

o.675）　
■

編
集

・
発

行
／

新
庄

市
 総

務
課

   〒
996–8501 新

庄
市

沖
の

町
10–37 TE

L.0233–22–2111　
■

制
作

・
印

刷
／

共
栄

印
刷

株
式

会
社

　
14,000

部
発

行
広
報

0
3

ホームページでさらに詳しい
取材記を掲載しています。

雪
国
救
済
運
動

　
発
祥
地
史
蹟
碑

　
こ
の
石
碑
は
、「
雪
は
地
震
・
洪

水
と
同
じ
雪
国
住
民
を
苦
し
め
る

災
害
で
あ
る
。地
震
・
洪
水
に
対
し

て
は
、政
府
は
住
民
救
済
に
当
た
る

が
雪
害
に
対
し
て
救
済
の
手
を
差

し
伸
べ
な
い
の
は
政
治
上
の
不
正

だ
。」と
昭
和
三
年
、雪
の
代
議
士
松

岡
俊
三
が
演
説
し
新
庄
が
雪
害
救

済
運
動
の
発
祥
の
地
に
な
っ
た
こ

と
を
記
念
し
、松
岡
の
活
動
を
末
永

く
顕
彰
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。そ
の
運
動
に
最
も
共
鳴

し
た
の
が
新
庄
の
青
年
た
ち
で
し

た
。そ
し
て
、こ
の
雪
害
運
動
の
最

初
の
成
果
と
し
て「
雪
害
調
査
機
関

設
置
に
関
す
る
建
議
案
」が
帝
国
議

会
で
可
決
さ
れ
、昭
和
九
年
に
、こ

の
場
所
に「
雪
害
調
査
所
」が
建
設

さ
れ
ま
す
。数
多
く
の
地
域
が
誘
致

合
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、新
庄

の
青
年
た
ち
の
活
動
の
功
績
も
あ

り
、新
庄
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
国
が
雪
害
を
認
め
た
こ
と
に
よ

り
、戦
後
、雪※

寒
法
等
が
制
定
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
り
本
市
は
克
雪
が
進
み
、

無
雪
都
市
宣
言
を
す
る
ま
で
に

至
っ
て
い
ま
す
。

※昭和31年度「積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法」

0かむてん奮
闘記


